
































                                                   
1 依岡隆児「旧制高校から見た青春概念の形成」『東アジアにおける知的交流 キイ・コンセプトの再検

























田中武雄「杉正俊と『郷愁記』」（『東予史談』第 5 号、東予市史談会、平成 12 年）である。
『ふるさと三芳 人物篇』は現代日本記録全集『青春の記録』（筑摩書房、1968 年）を参照
しているが、後者の田中の記事はこの『ふるさと三芳』を参考にしつつ、こう解説してい
る、「杉正俊は、杉甚三郎四男として明治 34 年 8 月 10 日、三芳村 23 番戸に生れる。内剛の
性と温和と親切で軟く包んで居た為、幼時より愛し親しまれた。小学校を卒て今治中学校
に入学。此の間父及び二人の兄死亡。大正 5 年腹膜炎を病み、大正 8 年秋、悪質の盲腸炎
で苦しみ中学校を中退。10 年秋上京、郁文館中学 4 年に編入。12 年三高入学。昭和 2 年母
死亡。昭和 4 年京都帝国大学文学部哲学科卒業。哲学研究 164 号所載の論文『プラトンのイ
デアについて』は、卒業論文に加筆され発表。昭和 5 年文部省社会教育課に勤務。傍ら、東
京帝国大学哲学科教室に通い研究を続ける。乏しい余暇のうちにリッカートの『ヴィルヘ
ルム・ヴィンデルバント』の翻訳（昭和 6 年 10 月）を世におくると共に、続いて、第二の
論文プラトンのドクサ論（哲学研究 190 号所載）の業績を世に問う。昭和 7 年 2 月私費留学
生として渡独。翌年 2 月肺結核にかかりサントブラジンの療養所へ入院。軽快に向うと思わ
れし病も悪化、9 年従弟医学博士杉稜一郎渡独、相伴ない神戸へ帰着。舞子病院に入院せし







                                                   



































昭和 15 年 1 月と記されている。そこでは、『哲学研究』に発表した学問的労作「プラトンの
イデアについて」「プラトンのドクサについて」は除いて、杉の残した日記 22 冊のうち、最






















友の期待を負うて独逸に渡りました。しかるに研学中、不幸胸に疾み、昭和 8 年 8 月病躯












として京都大学学長・服部峻治郎の「隅の首石」（昭和 27 年 2 月 15 日）を載せており、杉
の学生サナトリウムの建設の遺志を紹介している。また同じく新たに収録された杉正俊氏





えられたのであろう。結核罹患者数は 1950 年が 53 万人、51 年が 59 万人だった。5 ちなみ
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